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【内容要旨】（1,200字以内） 
＜緒言＞幼少期の子供と両親の間で築かれる愛着関係は、以降の子供の人格形

成に強く影響を与える。一方、子供のμオピオイド受容体の機能が、愛着関係

の構築に関与することが知られている。さらに、μオピオイド受容体遺伝子

（OPRM1）のアミノ酸置換（Asn40Asp）を伴う A118G 遺伝多型が、μオピ

オイド受容体機能に有意な影響を与えると報告されている。従って、子供の

OPRM1の A118G遺伝多型に基づくμオピオイド受容体の機能の変化が、両親

から受けた養育態度への感受性に影響を与えることにより愛着関係の変化をも

たらし、以降の人格形成を方向付けるという可能性が考えられる。そこで、本

研究では、健常日本人において、OPRM1の A118G遺伝多型と両親から受けた

養育態度を評価し、これらの要因、および、遺伝多型と養育態度の相互作用が、

人格特徴に影響するかどうかを検討した。 

＜方法＞対象は健常な日本人 725名（男性 423名、女性 302名、平均年齢±SD 

=26.7±7.9 歳）であった。両親の養育態度は、愛情と過保護の 2 因子から構成

される Parental Bonding Instrument（PBI）を用いて評価した。人格特徴は、

新奇性追求、損害回避、報酬依存、固執、自己志向、協調、自己超越の 7 因子

から成る Temperament and Character Inventory（TCI）で評価した。OPRM1

の A118G 遺伝多型は PCR 法により同定した。統計解析には Student t 検定、

Pearson の相関分析、一元配置分散分析、および、重回帰分析を用い、p<0.05

を有意とした。 

＜結果＞女性は男性と比較して、TCI の損害回避、報酬依存、協調、自己超越

の得点が有意に高値であった。年齢は、PBI の父親と母親の愛情の得点、およ

び、TCIの固執の得点と負に相関していた。一元配置分散分析において、OPRM1

遺伝多型は PBI得点と TCI得点に有意な影響を与えていなかった。OPRM1遺

伝多型、PBI 得点、遺伝多型と PBI 得点の相互作用、年齢、性別を独立変数と

して、TCI 得点を従属変数とした重回帰分析において、遺伝多型と母親の過保

護の得点の相互作用は、TCI の自己志向および協調の得点に有意な影響を与え

ていた。事後の検定において、母親の過保護の得点が高いと自己志向と協調の

得点が低下したが、この関係は A/A 群で最も強く、G/G 群で最も弱く、A/G 群

では両者の中間を示した。 

＜考察・結論＞本研究の結果は、OPRM1の遺伝多型が、母親の過保護に対する

感受性を調節することで、自己志向と協調の形成に影響を与えることを示唆し

ている。この現象には、μオピオイド受容体機能低下と報告されている本遺伝

多型の Gアレルが関係しているものと考えられた。 






